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63.8

56.2

1.6

2.2

1.1

3.3

20.6

25.8

0.4

0.7

9.7

10.0

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

仕事を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方が良い

結婚を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に退職し、子どもが大きくなったら再び仕事を持つほうが良い

女性は仕事を持たないほうが良い

その他

無回答
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ポジティブ・アクションの必要性とその効果 

Ⅰ．労働意欲、生産性の向上 －性にとらわれない公正な評価により活力を創出－  

Ⅱ．多様な人材による新しい価値の創造 －多様な個性による新たな発想－  

Ⅲ．労働力の確保 －労働者に選ばれる企業へ－  

Ⅳ．外部評価（企業イメージ）の向上 －人を大切にするというイメージの獲得－  

 
 
 
 
 
 

                                                
3 ポジティブ・アクション（積極的改善措置）：固定的な性別による役割分担意識や過去の経緯から、男女労働者の間に

事実上生じている差があるとき、それを解消しようと、企業が行う自主的かつ積極的な取り組みのこと。 
ポジティブ・アクションは、単に女性だからという理由だけで女性を「優遇」するためのものではなく、これまでの
慣行や固定的な性別の役割分担意識などが原因で、女性が男性よりも能力を発揮しにくい環境におかれている場合
に、こうした状況を「是正」するための取り組み。 

4 特定事業主行動計画・一般事業主行動計画：平成 15(2003)年 7 月に成立した「次世代育成支援対策推進法」におい
て、国の各府省や地方公共団体等は「特定事業主」、一般企業は「一般事業主」として、自らの社員・職員の子どもた
ちの健やかな育成のために策定する計画をいう。 
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76.8

72.9

54.6

43.2

28.9

25.4

18.3

0.2

1.3

71.8

58.8

51.3

32.1

26.4

26.4

15.0

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

夫婦や家族間のコミュニケーションを図る

男女が共同で家事に関わることに対する、

男女それぞれの抵抗感をなくす

労働時間の短縮や休暇制度の普及により、

仕事以外の時間の拡大をはかる

まわりの人が、夫婦の役割分担等

について当事者の考え方を尊重する

男女が共同で家事等に関われる

ような啓発や情報提供を行う

家事育児について男女とも

に相談しやすい窓口を設ける

研修や講座の開催により、男女が共同で

家事等に関われるように知識や技能を高める

特に必要なことはない

わからない
女性(n=595)

男性(n=386)
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5 L G B T Q

エルジービーティーキュー

とは、以下の頭文字をつなげた言葉。性的少数者のこと。 
Lesbian（レズビアン）…身体の性が女性で、女性が恋愛対象になる人 
Gay（ゲイ）…身体の性が男性で、男性が恋愛対象になる人 
Bisexual（バイセクシャル）…相手の性別によって恋愛対象が制限されない人 
Transgender（トランスジェンダー）…心の性別と身体の性別が異なる人 
Questioning（クエスチョニング）…自分の性別や性的指向が定まらないか、決めていない人 

6 SOGI：性的指向（Sexual Orientation）と性自認（Gender Identity）の頭文字をとって、すべての人の性のあり方を
示す言葉。性表現（Expression）を含めて SOGIE（ソジ―）と表現することもある。 

7 リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）：リプロダクティブ・ヘルスとは、性と生殖に関わ
るすべてにおいて、身体的にも精神的にも社会的にも良好な状態であること。リプロダクティブ・ライツは、リプロダ
クティブ・ヘルスを実現するために保障されなければならない、自己決定などの諸権利のこと。 

8 相対的貧困率：等価可処分所得（世帯の可処分所得を世帯人員の平方根で割って調整した所得）の貧困線（中央値の
半分）に満たない世帯員の割合のこと。可処分所得とは、所得から所得税、住民税、社会保険料および固定資産税を
差し引いたものをいう。 
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9 ＪＫビジネス：主として「JK」（女子高校生）などの未成年者を雇い、表向きには性的サービスを行わない健全な営業

を装いながら、「裏オプション」等と称し、性的なサービスを客に提供させるもの。 

10 ＳＮＳ：ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で登録された利用者同士が交流できる Web 上のサービスのこ

と。 

11 二次被害：被害を明らかにした後に周囲からの言動でさらに傷つけられる行為。 
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23.2

9.8

75.1

88.9

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=595)

男性(n=386)

されたことがある されたことがない 無回答

8.3

1.7

89.7

95.6

2.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=555)

男性(n=410)

直接経験したことがある 直接経験したことはない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 65 

  

 

 

 

 

  



66  

 

3.1

4.5

2.2

3.1

4.7

6.6

30.6

23.5

27.2

21.4

36.0

26.1

46.0

47.0

44.6

36.8

12.6

37.5

14.4

36.3

10.2

27.1

11.6

30.9

12.6

21.0

10.2

2.4

1.8

2.2

1.4

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=595)

前回調査(n=555)

今回調査(n=386)

前回調査(n=410)

男
性

女
性

全
体

賛成 どちらかといえば賛成 どちらでもない※ どちらかといえば反対 反対 無回答 

※「どちらでもない」は前回調査のみの項目 
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11.3

13.9

6.7

68.9

66.7

73.1

15.4

14.6

16.1

4.4

4.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=994)

女性

(n=595)

男性

(n=386)

ある ない わからない 無回答

51.8

43.8

42.9

29.5

26.8

17.0

14.3

10.7

3.6

7.1

1.8

63.9

55.4

36.1

24.1

33.7

18.1

3.6

3.6

1.2

6.0

1.2

19.2

11.5

57.7

42.3

7.7

11.5

46.2

34.6

11.5

11.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80%

仕事と家事・育児・介護

を両立する負担が大きい

家事、育児ができて

当たり前と言われる

なにかにつけ「男だから、女だから」

「男のくせに、女のくせに」と言われる

自分のやりたい仕事を

自由に選べないことがある

やさしくて、よく気がつき、

従順であることを求められる

責任のある仕事を任せてもらえない、

決定権のある役職に就けない

仕事の責任が大きい、仕事

ができて当たり前と言われる

「酒が飲めないのか」「力が弱い」「運動

が苦手だ」とバカにされたり、からかわれる

「家族を1人で養わなくて

はならない」と言われる

その他

無回答
全体(n=112)

女性(n=83)

男性(n=26)
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